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研究成果の概要（和文）：中世・近世の多様な考古資料と文献史料の両方から、津軽海峡・宗谷海峡を越えたヒトとモ
ノの移動の実態を明らかにすることで、歴史上、「蝦夷地」と呼ばれた北海道・サハリン・千島地域へ和人がいつ、い
かなる形で進出したかを解明した。その上で、「蝦夷地」が政治的・経済的に内国化されていくプロセスを詳らかにし
、そうした和人や日本製品の蝦夷地進出が、アイヌ文化の形成と変容にどのような影響を与えたか考察を行った。

研究成果の概要（英文）：This study clarified the actual situation of the movement of persons and supplies 
beyond Tsugaru Strait and Soya Channel based on both variety of archaeological remains and ancient documen
ts. This study elucidated it how and when Japanese went into the Hokkaido, Sakhalin, Chishima area called 
Ezochi in history. As a result, the process that Ezochi was infiltrated in politically or economically by 
Japan became clear. I considered it what kind ofinfluence advance of Japanese and the Japanese products to
 Ezochi Ezo place had on the formation and transformation of the Ainu culture.
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１．研究開始当初の背景 
(1)北方史の主役であるアイヌの人々に関し、
平成 9 年の「アイヌ文化振興法」に続き、平
成 20 年度には国会において「アイヌ民族を
先住民とすることを求める決議」が全会一致
で採択され、国民一般の間にもアイヌ民族の
歴史・文化に対する関心が高まっている。 
 
(2)近年の北方史・アイヌ史は、和人とアイヌ
との間で行われた交易を重視するが、「北か
らの」文化的影響を重視するあまり、「南か
ら」すなわち本州から北に向かった和人や日
本製品にはさほど関心が示されていない。 
 
(3)近年のアイヌ研究は、従来のアイヌ史観へ
の反動から、自然と共生し豊かな精神世界を
構築したアイヌ民族の姿が強調される余り、
和人の蝦夷地進出の実態が見えにくい状況
に置かれている。 
 
２．研究の目的 
(1)本研究は、中世・近世の多様な考古資料と
文献史料の両方から、海峡を越えたヒトとモ
ノの移動の実態を明らかにすることで、歴史
上、「蝦夷地」と呼ばれた北海道・サハリン・
千島地域へ和人がいつ、いかなる形で進出し
ていったかを解明する。 
 
(2)「蝦夷地」が政治的・経済的に内国化され
ていくプロセスを詳らかにし、そうした和人
や日本製品の蝦夷地進出が、アイヌ文化の形
成と変容にどのような影響を与えたか、具体
的な資史料の分析に基づき多角的に検討す
る。 
 
３．研究の方法 
(1)本研究は、考古学、文献史学、文化財科学、
形態人類学による共同研究である。 
 
(2)考古学の分野では、北海道を代表する中世
城館跡の一つである北斗市矢不来館跡の発
掘調査、箱館・江差の近世墓標と「蝦夷地」
における近世石造物の悉皆調査、サハリン出
土の日本製品の調査により、津軽海峡・宗谷
海峡を越えて北に向かったヒトとモノの動
きを解明した。 
 
(3)文化財科学の分野では、北海道・サハリン
出土の漆器・ガラス玉・金属製品の材質と製
作技法の調査により、北方地域に移出された
日本製品の実態を明らかにした。 
 
(4)形態人類学の分野では、上之国勝山館跡周
辺から出土した古人骨の調査を通して、アイ
ヌと和人との同化やアイヌの食生活の変化
について考察した。 
 
(5)さらに、考古学・文化財科学・形質人類学
で得られた知見と文書や絵図等の古記録を
照合する手法により、中近世北方交易の実態

と「蝦夷地」内国化のプロセスを追求した。 
 
４．研究成果 
(1)矢不来館跡の発掘調査により、館主であ
る下国安東氏は、コシャマインの戦いを経た
15 世紀後半の段階でなお、上之国を本拠とす
る蠣崎氏を上回る勢力を保持していたこと
が判明し、従来蠣崎氏中心に述べられてきた
中世道南の歴史像を大きく塗り替えた。 
 
(2)箱館・江差の墓標調査により、前に行っ
た松前における墓標調査と併せて、蝦夷地へ
の窓口である松前三湊の盛衰が明らかとな
った。 
 
(3)蝦夷地の石造物の悉皆調査により、日本
海側の西蝦夷地と太平洋側の東蝦夷地とで
は、和人の進出時期や進出理由などに大きな
違いがあることが判明した。 
 
(4)上之国勝山館跡に隣接する夷王山墳墓群
のアイヌ墓から出土した人骨を調べたとこ
ろ、形態的にも食性上も和人に極めて近いと
の結果が得られた。 
 
(5)サハリン島出土の日本製品の調査により、
カラフトアイヌは北海道アイヌ同様に漆器
を好み、日本製のキセルや刀装具はカラフト
アイヌのみならず、サハリン島北部に暮らし
ていたウィルタやニブフにも受容されてい
たことが判った。 
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